
また、二倍体生物や倍数体生物のゲノム選抜など、最大 5万の
SNP情報を用いた主な農業アプリケーションにも対応してい 
ます。

このテクノロジーは、バイオバンク、集団スクリーニング、個別
化医療の実現に向けたヒトアプリケーションにも役立ちます。
SNP数が少数から中程度で、低コストであることから、大量のサン
プルセットに対する簡便な品質管理を必要としているラボや、掘
り下げたゲノム解析に進む前にゲノム情報に基づいたサンプルの
層別化を実施する必要のあるラボに最適です。様々な目的に使
用可能な Infinium XT BeadChipは、ワークフローに渡るサンプ
ルの QC、トラッキング、および検証に適した、コスト効率と信頼
性に優れたソリューションです。

アプリケーションに応じて 
コンテンツを柔軟にデザイン
Infinium XT BeadChipでは、コンテンツおよびスループットに関
する要件（マーカー数 50,000以下、年間サンプル数 100,000
以上）を満たしたヒトまたはアグリゲノムアプリケーションであれ
ば、カスタム iSelect®アレイ、コンソーシアム、または市販製品
のコンテンツがすべてカバーされます。Infinium XT BeadChip
のカスタムコンテンツのデザインを支援するために、オンライン
の DesignStudio™ ソフトウェアには、これまでの Assay Design 
Tool（ADT）ソフトウェアに代わってカスタムジェノタイピングマ
イクロアレイプローブデザイナーが追加されました。DesignStudio
ソフトウェアでは、使いやすいガイド付きインターフェースでカス
タムコンテンツを設計できます。このカスタムコンテンツでは、
標準的な Infinium BeadChipで保証される 80%のコンバー
ジョンレートを大きく上回る 95%以上のコンバージョンレートが
保証されます。この大きく改善されたコンバージョンレートにより、
重要な SNPに対象を絞った多数のサンプルのスクリーニングに
も対応できます。

はじめに
Infiniumファミリーのジェノタイピングアッセイは、定評あるケミ
ストリーと頑健な BeadChipプラットフォームを組み合わせること
で、卓越したデータとコールレート、そして高い再現性をもたら
します。Infinium XTは、この Infiniumアッセイの実積を土台に
新たな 96サンプル BeadChipを採用し、Infiniumワークフロー
を最適化することにより、イルミナ史上最高のスループットを実
現するジェノタイピングソリューションです。*この製品は、生物種
を問わず、ユーザーが選んだ最大 5万 SNPを解析する大規模
なスクリーニングアプリケーションのために開発されました。 
Infinium XTソリューションは、カスタムアッセイのデザインプロ
セスの簡略化、全体的な操作時間の短縮、自動化ロボットのパ
フォーマンスおよび利用率の向上を通してユーザーの操作性を最
適化し、生産規模のジェノタイピングのスループットを新たなレベ
ルへと引き上げます。解析結果を得るまでの時間が週あたりに処
理できる最大サンプル数よりも重視される場合には、全体的な
ターンアラウンドタイムを短縮することもできます。また、Infini-
um XTソリューションでは、データ解析ソフトウェアの改善により、
リアルタイムのデータ生成やオンデマンドでの QCレポート作成
が可能になりました。これにより、データ産出における問題を早
期に突き止め、対処することができます。

生産規模のジェノタイピングテクノロジー
Infinium XTソリューションでは、多数のサンプルを効率的にジェ
ノタイピング可能な 96サンプル BeadChip（図 1）が採用され
ており、年間数十万から 100万以上のサンプルを処理できます。
この BeadChipでは、動物の親子判定、サンプルのトレーサビリ
ティ、サンプルの QCなど、わずか数百の SNPに基づくターゲッ
トジェノタイピングアプリケーションを生産規模で実施できます。

生産規模のジェノタイピングを可能にする 
Infinium® XTソリューション
実績のある Infiniumケミストリーの優れた精度と頑強性で更なる拡張性を実現

特長

• 生産規模のジェノタイピング

新たなアッセイと96サンプルBeadChipにより、年間サン
プル数 10万 ~100万以上の生産規模のジェノタイピン
グが可能に

• 柔軟なコンテンツ

単一生物種または複数生物種の数百から 5万の SNPを
ターゲットとしたアッセイ、カスタムパネルで 95%以上
のコンバージョンレートを保証

• 高効率のワークフロー

操作性を高める改善と操作時間の短縮により、アッセイ
の総ターンアラウンドタイムが 3日から 2日に短縮

本製品の使用目的は研究に限定されます。診断での使用はできません。

図 1：In�nium XT 96サンプル BeadChip Infinium XT BeadChipは、実績
のある Infiniumアッセイのパワーと柔軟性をイルミナ最高のスループットで提供
します。標準コンテンツまたはカスタムコンテンツを搭載したターゲットパネルに
より、数百から 5万の SNPを解析できます。

* Infinium iSelect 24-HTS Custom Genotyping BeadChipとの比較
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高効率の Infiniumワークフロー
Infinium XTワークフローでは、完全に自動化された Infinium 
HDワークフローの各ステップが最適化され、ターンアラウンドタ
イム（TAT）が 3日から 2日に短縮されます（図 2）。1日目には、
DNAの増幅、酵素による断片化、沈殿、再懸濁を行います。そ
の後、サンプルを一晩インキュベートしながらBeadChipにハイ
ブリダイズします。ここで、サンプルは、いずれかの Infiniumビー
ズタイプに共有結合した 50-merの座位特異的プローブにアニー
ルします。2日目には、次のワークフローステップに進み、

酵素による塩基伸長によってアリル特異性を与えた後に蛍光染色
します。その後、iScan® システムでビーズの蛍光強度を検出す
ると、イルミナソフトウェアにより解析とジェノタイプコールが自
動的に実行されます。Infinium XT BeadChipでは、以下のよう
に Infiniumワークフローがこれまで以上に効率化されるだけでな
く、より優れた拡張性がもたらされます（表 1）。

• DNAの増幅：バッチサイズが 3倍になったことで 1回のラン
で処理できるサンプル数が増えます。また、必要なインキュ
ベート時間が 1晩からわずか 3時間に短縮されます。

• 酵素による断片化：断片化時間が半分に短縮されます。

• アルコール沈殿：30分のインキュベーションステップと手動で
の混合が不要になり、乾燥時間が 75%短縮されます（1時
間から 15分へ）。

• DNAの再懸濁：全体的なインキュベート時間が 75%短縮さ
れます（1時間から 15分へ）。

• BeadChipへのハイブリダイゼーション：同じTecanロボット
システムで処理できるサンプル量が 3倍になります。

• 伸長と染色：処理能力が 2倍になり、1回のロボットランで最
大 48枚の BeadChip（4608サンプル）を処理できます。

Infinium XTワークフローは柔軟性にも優れ、多様なニーズに対
応できます。ワークフロー設定を調整して優先順位を変更するこ
とにより、週あたりの最大出力と TATとのバランスを取ることも
可能です。Infinium XTアッセイでは、200 ngというサンプル
DNAのインプット量と、Infiniumテクノロジーに期待される高品
質のパフォーマンスが維持されます。

最適なラボレイアウト
Infinium XT BeadChipは、工場規模のラボにおけるプロセスの
規模拡大や大量のサンプルのバッチ処理に伴う複雑さを解消する
ように最適化され、デザインされています。新たな効率化につい
ては、イルミナにご相談いただくことをお勧めします。例えば、
年間 100万以上のサンプルを処理するラボの場合、（8チップ）
Tecanロボット3台、iScanシステム3台、AutoLoader 2.xユニッ
ト 2台、ベンチトップ型 96チップ液体ハンドリングロボット 2台、
および補助装置が必要になります（図 3）。8チップ Tecanロボッ
トを追加することにより、96チップ液体ハンドリングロボットの代
わりとすることもできます。

自動化と LIMSの改良
増え続けるサンプルを効率的に処理するためには、サンプル調製
を簡素化し、確実にオペレーション規模を継続的に拡張できる統
合システムなど、拡張性のあるターンキーソリューションが必要で
す。Tecanリキッドハンドリングロボット用の Illumina Automa-
tion Controlソフトウェアでは、サンプルの処理効率が向上して
います。これには PCR前の試薬移送ステップの改良と、Infini-
umワークフローの XStainタスクでのスループット能力の 2倍の
向上が含まれます。

Illumina LIMSでは、データベースのデザインが一新されました。
また、サーバーオプションがアップデートされ、最先端のハードド
ライブを使用することにより、処理ピーク時に最大限のスピード
とパフォーマンスが確保されきます。また、複数生物種に対応す
るプローブを同一アレイ上に搭載したMulti-Species BeadChip
フォーマットを用いたプロジェクトの作成およびラン機能などの重
要な機能により、効率が高まります。将来的には、Illumina 
LIMSに新たな 96チップ液体ハンドリングロボットオプションも統
合されます。

データ解析機能の強化
高スループットの Infinium XTソリューションでは、当然ながらデー
タ解析量も増えます。これを踏まえ、GenomeStudio® および
Beeline™ プログラムにもいくつかの改善がなされています。

GenomeStudioソフトウェアは、マイクロアレイによるジェノタイ
ピングデータを可視化および解析するイルミナのプログラムで
す。実験により得られたすべてのデータにすばやくアクセスでき
るタブ形式のビューが提供される他、データをエクスポートして
多様なサードパーティアプリケーションで使用することもできま
す。GenomeStudioの Genotyping Moduleでは、ノーマライ
ゼーション、ジェノタイプコール、クラスタリング、データ強度解
析などにより Infiniumアレイのジェノタイピングデータを解析で
きます。GenomeStudioソフトウェアはジェノタイプコールに使
用されるクラスターの形成およびスキャンしたマイクロアレイシグ
ナル強度に基づく変更にも必要です。

本製品の使用目的は研究に限定されます。診断での使用はできません。

2日目

安全な停止ポイント*

1日目

* 必要に応じてこのポイントで
ワークフローを停止し、
翌日再開することを
お勧めします。

増幅
DNAをPCR増幅し、
1晩インキュベーションする。

断片化
DNAを酵素により断片化する。

沈殿と再懸濁
DNAをアルコール沈殿させ、
再懸濁させる。

ハイブリダイゼーション
サンプルをBeadChipに
ハイブリダイズする。

伸長と染色
サンプルを酵素により塩基伸長し、
蛍光染色する。

イメージング
BeadChipをiScanシステムで
イメージングする。

解析とジェノタイピング
イルミナのソフトウェアが
自動的に解析と
ジェノタイプコールを実行する。

増幅
DNAをPCR増幅し、
1晩インキュベーションする。

断片化
DNAを酵素により断片化する。

沈殿と再懸濁
DNAをアルコール沈殿させ、
再懸濁させる。

ハイブリダイゼーション
サンプルをBeadChipに
ハイブリダイズする。

伸長と染色
サンプルを酵素により塩基伸長し、
蛍光染色する。

イメージング
BeadChipをiScanシステムで
イメージングする。

解析とジェノタイピング
イルミナのソフトウェアが
自動的に解析と
ジェノタイプコールを実行する。
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In�nium HD ワークフロー In�nium XT ワークフロー

図 2：In�nium XTワークフローの改良 Infinium XTワークフローでは、
Infiniumワークフローの各ステップが最適化され、ターンアラウンドタイムが 
3日から 2日に短縮されます。
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アップデートされた GenomeStudio 2.0ソフトウェアでは、 
ジェノタイプクラスター形成が高速化され、全体的な解析ターン
アラウンドタイムが短縮されます。また、農業およびその他のア
プリケーションにおける倍数体生物の解析に適した Polyploid 
Genotyping Moduleが新たに追加されました（図 4）。Illumina 
LIMSとGenomeStudioソフトウェアを組み合わせて使用するこ
とにより、処理済みサンプルのデータをリアルタイムに表示、解
析できます。 

クラスターファイルの作成後、生産レベルの解析を Beelineソフ
トウェアに移行できます。Beelineソフトウェアは、高スループッ
ト処理で得られたデータの事前フィルタリングとレポート作成を自
動的に実行する、イルミナのマイクロアレイデータ解析ツールで
す。Infinium XTデータの日常的な処理に最適で、大規模な 
Infiniumジェノタイピングプロジェクトに貢献します。Beelineソ

フトウェアでは、柔軟なフィルタリング機能が提供されます。この
機能により、実験のアレイデータサイズを低減し、ユーザー定義
のパフォーマンス仕様を満たしていないサンプルやマーカーを特
定できます。フィルタリングされたデータは、必要に応じて 
GenomeStudioソフトウェアに直接インポートし、よりインタラク
ティブな解析を行えます。

Beeline 2.0ソフトウェアの解析およびレポート作成機能は、高ス
ループットのジェノタイピング研究の処理に最適化されています。
また、オンデマンドQC、倍数体ジェノタイプコール、より高速な
ジェノタイプレポート作成などの新機能が追加されています。
GenomeStudioソフトウェアからBeelineソフトウェアへ移行す
ることで、手作業による最適化可能などの柔軟性を損なうことな
く、品質性能仕様の遵守、ジェノタイピングレポートの作成、お
よび倍数体データの解析に必要な時間が大幅に短縮されます。

まとめ
Infinium XT BeadChipを用いたワークフローにより、マイクロ
アレイによるジェノタイピングのサンプルスループットが大幅に高
まります。この包括的なソリューションは、アグリゲノムにおける
大規模な遺伝的改良プログラムを可能にし、バイオバンクおよび
個別化医療イニシアチブのための大規模スクリーニングを促進し
ます。Infinium XTワークフローでは、新たなデザインソフトウェ
アが採用され、BeadChipの処理能力が 4倍に高まります。また、
サンプルターンアラウンドタイムが 33%短縮され、カスタムコン
テンツのコンバージョンレートが向上し、複数生物種のプローブ
を同一アレイ上に搭載するデザイン機能を利用できる他、二倍体
および倍数体生物のデータ解析機能が強化されています。Infini-
um XTソリューションは、高スループットのワークフローを実現し、
サンプルあたりのコストを抑えることができることから、パフォー
マンスと信頼性を損なうことなく工場レベルのスループットと効率
を求める民間ジェノタイピングラボにも最適です。

本製品の使用目的は研究に限定されます。診断での使用はできません。

iScan System

Autoloader Unit
8-tip Tecan Robot

96-tip Robot

In�nium XT Starter Kit

PC for accession,
monitoring, and 
scanning steps

図 3：In�nium XTを用いた生産規模のジェノタイピングのためのラボレイアウト例 このレイアウト例では、年間サンプル数が 100万を超えるラボを想定しています。 
（8チップ）Tecanロボット 3台、iScanシステム 3台、AutoLoader 2.xユニット 2台、ベンチトップ型 96チップリキッドハンドリングロボット 2台、および補助装置
で構成されています。このレイアウト例には、約 800平方フィート（約 74平方メートル）のスペースが必要です。レイアウトは正確な縮尺ではありません。

図 4：GenomeStudio 2.0ソフトウェア GenomeStudio 2.0ソフトウェアには、
倍数体生物に関連するアプリケーションを支援する新たな Polyploid 
Genotyping Moduleが含まれています。

iScanシステム

8チップ Tecanロボット

Autoloaderユニット

96チップロボット

Innium XT Starter Kit

管理用 PC

PRE-PCR室POST-PCR室
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詳細について
生産規模のジェノタイピングを可能にする Infinium XTについて
の詳細は、jp.illumina.com/InfiniumXTをご覧ください。

製品情報

製品名 カタログ番号
Infinium XT Starter Kit（48 BeadChip batches） 20011069

Infinium XT Starter Kit（24 BeadChip batches） 20011100

Infinium XT Upgrade Kit（24 BeadChip 
batches）

20011101

Infinium 96-XT Tip Guide Set 20011102

製品名 カタログ番号
Illumina LIMS HT Model（Server Hardware）, 
110/220 V

近日発表

Illumina Infinium LIMS Software and License SE-201-1005

iScan System, 110/220 V SY-101-1001

AutoLoader 2.x, Single-Scanner Configuration, 
110/220 V

SY-202-1001

AutoLoader 2.x, Dual-Scanner Configuration, 
110/220 V

SY-202-1002

Infinium Automation Post-Amplification 
LIMS-ready, 110/220 V

SC-30-403/404

Infinium Genotyping Automation  
Post-Amplification, 110/220 V

SC-30-401/402

96-Tip Liquid-Handling Robot 将来的にアップデート

表 1：Infiniumワークフローの比較

ワークフローステップ プロセスステップ In�nium HDワークフロー In�nium XTワークフロー

DNAの増幅

最初のMAステップでオイルを重層 あり なし

インキュベート時間 1晩 3時間

バッチサイズ 1プレート（96サンプル） 3プレート（288サンプル）

DNAの断片化
インキュベート時間 1時間 30分

バッチサイズ 6プレート（30分）（576サンプル） 6プレート（18分）（576サンプル）

DNAの沈殿

2-プロパノールを加える前にボルテックス あり なし

インキュベート時間 30分 なし

乾燥時間 1時間 15分

バッチサイズ 6プレート（75分以上）（576サンプル） 6プレート（65分）（576サンプル）

DNAの再懸濁
インキュベート時間 1時間 15分

バッチサイズ 6プレート（90分以上）（576サンプル） 6プレート（15分）（576サンプル）

BeadChipへの 
ハイブリダイゼーション

チップガイド シングルチップガイド 3チップガイド

ハイブリダイゼーションチャンバー チャンバーあたり4 BeadChip チャンバーあたり6 BeadChip（新デザイン）

バッチサイズ 288サンプル 576サンプル

BeadChipの 
洗浄と染色

最小バッチ（試薬の廃液なし） 4 BeadChip 24 BeadChip

XStain試薬 チューブ プレートベース

ガラスバックプレート マイラースペーサー 統合スペーサー

新しいアセンブルフィクスチャー 4 BeadChip容量 6 BeadChip容量

ハイブリダイゼーションのための
BeadChip調製試薬

1倍濃度で提供 20倍濃度で提供

バッチサイズ 24 BeadChip 48 BeadChip

BeadChipのスキャン

使用可能なスキャナー HiScan® および iScanシステム iScanシステムのみ

SDF HD XT

ICS v 3.3.28 v 3.4

ソフトウェアアップデート
Tecan IAC v 5.2.0 v 6.0

Illumina LIMS v 4.6.12 v 4.8

略語： MA、マルチサンプル増幅。SDF、Sentrixディスクリプターファイル。ICS、iScan Control Software。IAC、Illumina Automation Control。 
LIMS、Laboratory Information Management System。
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